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令和７年度 第１回教育課程編成委員会 議事録 

 

日 時：令和 7年 9月 16日（火） 19時 00分～20時 18分 

場 所：熊本総合医療リハビリテーション学院１号館  会議室 2 

出席者：18名 

〈学外委員〉７名 

平田 好文（熊本託麻台リハビリテーション病院 理事長） 

牛島 由紀雄（一般社団法人 熊本県作業療法士会 会長） 

      （山鹿市民医療センター リハビリテーション科 作業療法士長） 

大橋 妙子（熊本機能病院 総合リハビリテーション部 理学療法課 課長補佐） 

今田 吉彦（熊本機能病院 総合リハビリテーション部 作業療法課 課長） 

黒田 彰紀（熊本赤十字病院 臨床工学部 第一臨床工学課 腎センター ＣＥ係長） 

上野 敏輝（徳田義肢製作所 装具部 営業課 課長） 

丸山 修 （熊本市消防局 警防部首席審議員 兼 救急課長） 

〈学内委員〉12名 

牛島学院長、山本顧問、中原副学院長、坂崎副学院長、山中企画広報室長、 

池田耕研究部長、鬼塚事務部長、髙木教育部長兼作業療法学科学科長、 

福島理学療法学科学科長、龍臨床工学学科学科長、本田義肢装具学科学科長、 

池田光救急救命学科顧問兼学科長 

 

１．開会 

 

２．学院長あいさつ 

牛島学院長より、開会にあたり挨拶が行われた。 

 

３．議事録確認 

牛島委員長より前委員会の議事録確認が行われた。また、要約版の議事録については、後日ホー

ムページにて公表することが確認された。 

 

４．議事 

（１）教育課程の現状と新たな方向性について 

はじめに、牛島委員長より委員会の進め方について説明が行われ、続いて学内委員より会議資

料に沿って「教育課程の現状と新たな方向性について」の説明が行われた。その後、学科ごとに

分科会が開かれ、分科会終了後は全体会において、分科会の報告及び意見交換が行われた。 

 

分科会及び全体会において、学外委員より示された意見や考えは次の通り。 

 

１．AIを活用した学習では、回答例が大量に提示されることが多く、その情報量の多さがかえ

って学生の学習意欲を削いでしまう印象を受ける。学生自身が悩みながら解決方法を模索し、

情報を収集して考える過程が人材の育成につながると思うので、深く考える力が育ちにくく

なるのではないかという懸念がある。様々な学びの方法はあって良いと思うが、本来「考え

る必要性のあるリハビリテーション」であるべきものが、「考えなくて良いリハビリテーシ

ョン」になってしまう可能性があることを危惧している。 
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２．資料には、学科の取り組みが非常に詳細に記載されており、学生が空き時間を工夫して有

効活用できるよう、年々きめ細やかな対応がなされていると感じている。いくら学生が

ChatGPT を活用したり、その他さまざまな方法で調べたりしても、世の中には分からないこ

とが数多く存在する。故に、学生自身が自ら学び、答えを探す経験が不可欠であり、それが

「本当の意味で学ぶ」ということではないか。 

 

３．AIの活用によって、効率よく文章を作成ができる反面、どうしても微妙な誤りや文脈のズ

レが生じることがある。今後、技術の進歩によって精度が向上する可能性はあるが、それで

もなお、文章内容を自分で見極める力が大切だと思われる。学生が、「AI が提示する情報を

すべて正しい」と信じてしまわないか心配である。 

 

４．学生に AIを安易に使わせることで、自らの思考力を鍛える機会が失われ、結果として「自

分の頭で考える力」が育たないという最悪の事態につながるのではないかと危惧している。

学生が誤った使い方をしないよう、情報リテラシーをしっかりと教育することは不可欠であ

り、可能であれば AI を過度に使用しない教育を行うことが望ましいのではないか。 

 

５．複雑なことを AIに尋ねるには、一定以上の日本語能力が不可欠である。例えば、100問ほ

どの模擬問題を用意し、それを AI に解かせるような活用法であれば良いが、実際に「今、

正確に知りたいこと」を AI に尋ねて答えを得ようとする場合には、質問の内容を正確な日

本語で記述する必要がある。 

 

６．学生の中には、十分な支援を必要とする学習低位者がいる一方で、学習上位者にとっては、

現在の学習内容がやや物足りなく感じられる場合もあるのではないかと考えられる。そのよ

うな学生に対しては、「本当に分からないことを学ぶ」、「“なぜ”を学ぶ」支援が必要ではな

いか。そうすることで、セラピストとしての深さが養われるとともに、卒業後も自ら学び続

ける姿勢が育まれていくのではないか。 

 

７．反転授業の実施について、初めて見聞きする単語に触れ、学生が自ら予習する際、専門的

な内容に関して本当に理解できるのか疑問に感じている。教科書には紙面の制約があるため、

すべての内容が記述されている訳ではない。記述された内容を理解するには、実験的な結果

やロジックについて、教員による補足説明が必要であり、学生が「教科書を読んだだけでそ

の内容を理解する」ことは難しいのではないか。授業が中途半端な内容のまま終わってしま

い、学生に十分な理解を促すことができないのではないかと懸念している。 

 

８．学力がある一定水準に達している学生が揃っていた時は、従来の座学中心の授業でも、90％

以上の学生が十分に理解できていた。しかし現在は、学生の学力が全体的に低下し、さらに

極端な二極化が進んでいる。理解できるグループと、授業中に集中できず 90 分間の講義に

耐えられないグループが混在している状況である。このような学力のばらつきに対応するた

め、個別対応の必要性として反転授業に方法を切り替えることで、すべての学生の理解が深

まるものではないと思っている。 

 

９．学生の学力に大きな差がある状況で、理解力が乏しく授業についていけない学生に対して
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予習を促すことは、かえって学力差を広げる結果にならないだろうか。座学で教員の説明を

聞いても理解が難しい学生が、予習によって内容を把握することは現実的に困難だと思われ

る。学力の高い学生は予習によってさらに理解を深めることができるが、学力が劣る学生は、

ますます授業についていけなくなる可能性が高くなるのではないかと心配している。 

 

10．「カリキュラムを整備し、Moodle などの学習支援ツールを活用して学びの環境を整えるこ

と」、加えて「学生自身が学びの意欲を高めて、主体的に学び続ける姿勢に気づくよう促す

こと」が教員の使命であると考える。教育方針の転換に伴い、教員側にも粘り強く、繰り返

し指導する姿勢の定着が求められる。「学生はすぐには理解できない」ということを前提と

した丁寧な指導を心がけて欲しい。 

 

11．教育方針の転換を通じて、多様化する進路希望に対応しつつ、精神的・社会的に成熟途上

の学生に対し、丁寧な支援と指導を継続していくことが重要である。 

 

12．近年、いわゆる「社会人基礎力」にとどまらず、人間性そのものの重要性が医療現場で求

められている。貴学はいつも素晴らしい学生を送り出されているが、「丁寧に」や「優しく

教える」といった言葉の背景からは、「色々な学生がおり、教育現場はそれだけ大変な状況

にあるのだろう」ということが感じ取れる。 

 

13．足に関する講義（皮膚科学）については、形成外科医にも皮膚の知識に詳しい先生が多い

ので、機会があれば講義に協力していただけるよう働きかけるのもよいのではないか。これ

から必須の分野なので積極的に取り入れるべきだと考える。 

 

14．3Dプリンターを活用した場合でも、基本的な製作の流れは従来と大きく変わらず、石膏を

修正する技術が画面上での操作に置き換わっただけである。そのため、「どこを、どのよう

に修正するか」といった判断力や知識は、これまでと同様に重要であるため、既存の製作工

程の理解は不可欠であり、学生にしっかりと教える必要がある。 

 

15．臨床実習を指導する立場からすると、実習生を二人同時に見る方が指導しやすいと感じる

ことが多い。二名一組で実習を行うことで、質問に対して一方の学生が的確に答え、もう一

方の学生の理解が不十分な場合でも、少し時間をおくと、理解が進んでいる学生が、もう一

方の学生に解説するような形で教えることで、双方にとって学びの機会となる。 

 

16．学生自身が「何のためにリハビリテーションセラピストになるのか」、「セラピストとして

何をするのか」、「自分たちが目指すものは何か」ということを討論する機会を設けることは

非常に有意義である。リハビリテーションの対象者は、病院での生活がゴールではなく、地

域での生活を継続しながら社会に参加していくことが本質的な目標である。そのため、学生

が「対象者の今後の生活や就労支援を含めた社会参加を、どのように支えていくべきか」と

いう視点を持つことで、モチベーションが高まり、将来のビジョンについて互いに夢を語り

合うことができるのではないかと考える。 

 

17．学院での学びは、対象者の具体的な生活にまで目を向ける機会が少ないと思われる。これ
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は病院の職員にとっても同様であり、リハビリテーションの現場における課題となっている。

特に作業療法士は、対象者の生活を作っていく仕事であり、その役割は非常に重要である。 

 

18．リーダーが上から指示するのではなく、皆で目標を作り上げていく「シェアド リーダー

シップ」を発揮できる人材が必要であり、黙って何も言わないのではなく、間違ってもいい

から自分の意見を言える学生を育てて欲しい。 

 

19．NotebookLMの活用等を新しい教育方法として取り入れることは、広い意味での「生産性の

向上」となり、IT化や色々な教材をデジタル化して多様化することで学習の効率化に繋がる

ものと思われる。また、そうすることで教員の業務負担軽減にも繋がり、それによって生じ

た時間が、たとえ 5分、10 分といった短時間でも、その時間を支援が必要な学生の対応に充

てることができる。3年制課程の開始までには、「学生との接点を増やす」、「もっと深く関わ

っていく」という態勢を整えるべきである。 

 

20．「学生と関わる時間をいかに取るか」というのは大切である。勤務先では、月 1 回のスタ

ッフとの面談を継続することで、スタッフとの信頼関係が築かれ、スタッフが自発的に進捗

等を報告するようになってきた。関係性ができて初めて、指摘や助言も受け入れられるよう

になると感じている。 

 

21．現在は、友人と直接会話する時間よりも、スマートフォンを見ている時間の方が長くなっ

ている。YouTube 等の動画は相手が一方的に話してくれるため、まるで自分も会話に参加し

ているような気持ちになる。また、動画の話すスピードは非常に速い。それを常に受け身で

見て育った学生にとって、臨床実習で求められる対人コミュニケーションは、今後ますます

難しくなっていくのではないかと懸念される。 

 

22．近年、患者やその家族の権利意識が高く、それが理由で医療現場ではコミュニケーション

エラーが多く発生している。主訴の正確な聞き取りや、搬送時に根拠を明確に説明し納得し

ていただく等、患者・家族とのやり取りにおいては、正確なコミュニケーション力とテクニ

ックが必要不可欠である。医師への報告においても、報告内容の優先順位や伝達方法、聞き

取りの仕方に課題があがっている。国家試験に必要な専門知識の習得だけではなく、医療現

場で求められる実践的なコミュニケーション力の習得も必要である。 

 

23．現在では、パソコンや Zoom などの ICTツールの普及により、「無駄話」をする機会が減っ

てきている。かつては「駄弁る」と言って、雑談が日常的に行われていた。ピアサポートの

場面では、こうした「無駄話」の時間が貴重であり、同じ課題を抱える学生同士にとって、

真剣な話だけでなく、世間話も大事な役割を果たしている。そのように考えると、「駄弁る」

ことは非常に大切な要素であると思われる。様々な交流ができたりお互いの状況を確認する

ことができるため、そのような機会を設けられると良いと思われる。同時に精神面のマネー

ジメントにも繋がると思われる。 

 

24．医療現場では人材が不足している状況にある中で、「なぜ採用試験に SPI を導入し、応募

者をふるいにかけるようなことをするのか」疑問に感じる。面接する側が適切な対応や評価
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ができれば、SPIのようなマニュアル化された適性検査に頼る必要はないのではないか。SPI

は双方にとって無駄なことになっているのではないか。SPI に学生が対応し準備しなければ

ならないような状況は望ましくない。 

 

25．SPI 対策の学習は、学生にも大きな負担がかかっていると思われる。個性が重視される時

代にあって、このような画一的な方法によって合否を決定することに対し、少なからず矛盾

を感じざるを得ない。 

 

26．次世代の病院では、AI を積極的に導入した診療や業務が進んでおり、採用試験の面接にお

いても「当院ではこのような AI を活用していますが、使用できますか」といった質問が含

まれる可能性も予想される。AIに関する知識や活用力を身につけさせ、そのような質問に対

応できるレベルになければ、不合格になることも考えられる。AIに過度に依存することなく、

医療人としての本質的な力を育むことも重要であり、そのバランスを取ることは非常に難し

い。 

 

27．デジタル技術においては、セントラルファブリケーションの手法も重要であるが、企業側

では今後、3D ソフトウェアを操作できる技術者の必要性がますます高まると予想される。3D

プリンターを活用した製作は、今後ますます発展が期待される分野であり、この技術に習熟

した人材は、就職活動において有利に働く可能性が大いにある。 

 

28．近年、院内救命士の採用が増加している。院内救命士の役割は病院ごとに異なり、また、

行える処置には一定の制限があるため、採用試験の受験にあたっては、その病院での業務内

容を事前に確認しておくことが大切である。こうした情報の把握は、ミスマッチによる早期

離職を防ぐ上でも必要である。 

 

29．救急の日のイベントでは、医学生とともに貴学の学生が心肺蘇生法の指導や展示活動に参

加し、消防業務への理解と関心を深める貴重な機会となった。また、病院で実施された多数

傷病者を想定した訓練にも参加し、院内救命士の活動を直接体験することができた。このよ

うなイベントや訓練への参加は、他者とのコミュニケーション力を養う場となるだけでなく、

救命士の具体的な業務を目の当たりにすることで、進路選択における明確なイメージ形成に

も繋がるものと考える。 

 

５．その他 

（１）令和 7年度第 2回教育課程編成委員会は、令和 8年 3月 3日（火）19時から開催することを

確認した。 

 

６．閉会 

 


